ゥ ワルプ ルギス ナハト に は 思 つ たような 凄味 はな 

かった。 しかし 思わない 凄味が どこかに あった。 お 化 

け は 居ない が へ ク セン や エルフェ ンは 居そう な 気がし 

た。 ドクトル、 ベ エア マン はこ こで 花崗岩の 破れ目の 

出来 方に ついて 講釈 をして 聞かせた。 

あらかた 葉 を ふる つ たぶな の 森の 中 を 霧に しめ つ た 

落葉 を 踏みし めて 歩いた。 からだの 弱そう なフロ イラ 

うつむ 

イン W は 重い リュク サックの 紐に 両手 を かけて 俯向き 

がちに 私の 前 を 歩いて いた。 ブル ガリ ャ から 来て いる 

チン ネフ 君 は、 いろいろ 日本の 事 を 聞きたがって 私と 

並んで 足 を 揃えて 歩いた。 聞かれて みると 私 は 日本の 



事 を 何にも 知らないの であった。 …… 

日暮れに ッゥム • ワイ セン • ヒルシュ という 宿屋に 

ついた。 食後に みんなが 学生の 唱歌 を 歌った。 ァフリ 

力に 行って いた ドクトル M はズァ ヘリ 土人の 歌と いう 

もの を 歌って 聞かせた が、 それが どれ だけ 本当の もの 

に似てい るか それ は 誰に も 分らなかった。 日本の 歌 を 

聞かせろ というので、 仕方なし に ピアノで 君が代の メ 

口 ディ だけ 弾いたら、 誰かが 大変 悲しい 感じが する で 

はない かと 云った。 

チン ネフ 君と 一 つの 室に 寝た。 室に は 電燈も 何もな 

ろうそく 

かった。 蠟燭を 消したら 真暗に なった。 ひしひしと 夜 



ところ 眼前に 拡がって いた。 堀 河に もやって いる 色々 

の 船 も、 渋く はなやかに 汚れた 帆 も、 船頭の だぶだぶ 

した 服 も、 みんな ロイス デ エル や ホべマ 時代の ヴ エル 

ニイが かっていた。 

ひょうきん 

測候所で 案内して くれた 助手の B 君 は 剽軽 で 元気 

のい い 男であった。 「この 晴雨計の 使い方 を 知ってい 

るかね、 一 つ 測って 見 給え」 などと 云った。 別れ 際に 

うち 

「ぜひ 紹介したい 人が あるから 今晚 宅へ 来て くれ」 と 

云 つ て 独りで 勝手に 約束 を きめてし ま つ た。 

よびりん 

約束の 時刻に 尋ねて 行った。 入口で 古風な 呼 鈴の 紐 

を 引く と、 ひとりで 戸が あいた。 狭い 階段 をい くつ も 



上 つてい ちばん 高い 所に B 君の 質素な 家庭が あった。 

ふた ま 

二 間 だけの 住居ら しい。 食堂 兼 応接間の ような ところ 

ざる 

へ 案内され た。 細君 は 食卓に 大きな 笊 をのせ て 青い 

莢 隠元 をむ しっていた。 

お茶 を 一 杯よ ばれてから 一 緒に 出かけて 行った。 と 

ある 町の 小さな 薬屋の 店へ 這ん つ た。 店に は 頭の 禿げ 

た 肥った 主人が 居て、 B 君と 二言 三 言 話す と、 私の 方 

を 見て、 何 か 云った がそれ は オランダ 語で 私に は 分ら 

なかった。 

店の すぐ 次の間に 案内され た。 そこ は 細長い 部屋で、 

やはり 食堂 兼 応接間の ような もので あつたが、 B 君の 



うちの が 侘しい ほど 無 装飾で あつたのと 反対に、 ここ 

は 何 かしら ゴ タゴタ とうる さい ほど 飾り立てて あ つ た _ 

壁 を 見る と 日本の 錦絵が 沢山 貼りつ けて ある。 いず 

れも 明治 年代に 出来た 俗な 絵草紙で ある。 天井の 隅に 

は 拡げた 日傘が 吊して ある。 棚 や 煖炉の 上に は 粗製の 

くた にやき 

漆器 や 九 谷 焼な どが 並べて ある。 中には ドイツ 製の 九 

谷 まがい も 交じって いるよう であった。 

B 氏 は 私の 不審が つてい るの を 面白そう に 眺める だ 

けで、 何の 説明 も 与えて くれない。 「まあ 少し 待って 

くれ 給え」 と 云って いる。 

奥の間 からこの 家の 主婦が 出て 来た。 髪が 真黒で 顔 



も 西洋人に して はかなり 浅黒く、 目鼻立ち も ほとんど 

日本人の ようで ある。 少し はにかんだ ような 様子 をし 

て 握手 をした。 しかし 何も 話さないで 黙って コォ ヒィ 

を 入れ 始めた。 

B 君の 説明に よると、 この 主婦の 亡父 は 航海 者で 

あつたそう である。 両親が たまたま 横 浜に 来て いた 時 

に 生れた のが この 娘であった。 しかし まだ 物心 もっか 

ない うちに 本国に 帰って しまったので、 日本の 記憶と 

云って は 夢 ほどに も 残って いないが、 ただ 生れた 土地 

と 聞く だけで 日本の 国土に 対する ゼ ェ ンズ フトを 懐い 

ている。 そしてい つか 一度 日本人と いう ものに 会って 



みたい と 云って いた。 それ を 知っている B 君 は、 今日 

私 を 見る と、 ちょうど いい 獲物が 掛かった と 思って 連 

れて 来たので ある。 

B 君の この 仕方 は、 悪意に 解釈 すれば 私に とって あ 

まり 快く は 思われない 種類の ものであった。 しかし こ 

の 人の 剽軽で 学者ら しく 無邪気な、 そして どこか 親切 

な 態度に 馴れた 私 は その 時で も 少しも 悪い 心 持 は 起ら 

なかった。 そして 遠い 世界の果ての 生れ 故郷 をな つか 

しがる 人の 心 持 も 決して 悪く は 思えなかった。 

それにしても 主婦の 容貌が あまり 日本人に よく 似て 

いるから、 母親 も オランダ 人 かと 念のために B 君に 聞 



< mots, < stats, と 書いて ある。 「一 つ」 「二つ」 と 

いう 数の つもりであった。 私 は 昔の 日本の 蘭学 者の ェ 

レキ テルな どと い うような 言葉 を 思 い 出して 覚えず 微 

笑せ ずに はいられなかった。 それから 若干の 単語の 正 

しい 発音 を 教えて やつたり したが、 しかし これ はか 

え つ て 教えたり 正したり しないで そのままに 承認して 

やった 方が よいので はない かと も 思って みた。 永い 間 

胸に 抱いて きた 罪のない 夢の 国の 美しい 夢 を 冷たい 現 

実で かき 乱す の は 気の毒で 残酷な ような 気 もす るので 

あった。 

(大正 十 一年 十一月 『明星』) 



底本 ： 「寺 田寅彦 全集 第一 巻」 岩波 書店 

1996 (平成 8) 年に 月 5 日 発行 

底本の 親 本 ： 「寺 田寅彦 全集 文学 篇」 岩波 書店 

1985 (昭和^) 年 

初出 ： 「明星」 

1922 (大正 ほ) 年 n: 月 ー 日 

※初出 時の 署名 は 「吉村 冬彦」 です。 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

人力 .. Nana olitie 

校正 ： 松 永正敏 



2 006 年^ 月 S 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



